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わたしたちの JA
令和８年６月末現在

第３回理事会　令和８年６月１日（月）
【議事】
●決算関係書類の承認について
●部門別損益計算書の承認について
●固定資産の処分（売却）について
●令和８年度夏期賞与の支給について
●農産物検査業務規程の一部変更について
●職員給与規程の一部変更について

第３回監事会　令和８年６月１日（月）
【議事】
●農協法第35条の５第１項に基づく監査報告書について
●令和７年度決算監事監査報告書について

第４回監事会　令和８年６月25日（木）
【議事】
●代表監事の選任について
●常任監事の選任について
●監事の順位決定について
●特定監事の選任について
●令和８年度　各監事の報酬配分について
●退任監事に対する役員退職慰労金の支給について

理事会・監事会だより

正組合員数	14,264人	戸 数	 11,277戸
准組合員数	12,022人	戸 数	 8,713戸
合　　　計	26,286人	戸 数	 19,990戸
職　員　数	 422人
出　資　金	 35億	 833万円
貯　　　金	 1,233億	8,172万円
貸　出　金	 432億	5,371万円
販売品販売高	 19億	6,119万円
購買品供給高	 18億	 769万円
長期共済保有高	 4,739億	4,658万円
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―
先
祖
の
努
力
に
応
え
る
―

蔵
王
町
で
農
家
を
営
む
両
親
の
も
と
に
生
ま

れ
育
ち
、
祖
父
は
農
業
の
傍
ら
珪ケ
イ

藻ソ
ウ

土ド

の
採
掘
事

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
表
土
運
搬
を

し
、
広
大
な
畑
を
残
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思

い
、
平
成
23
年
に
蔵
王
町
役
場
を
定
年
退
職
し
、

親
戚
が
梅
を
栽
培
し
て
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
梅
の
栽
培
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
妻
と
二
人
で
親
戚
や
友
人
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
白
加
賀
、
小
梅
、
南
高
梅
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

―
自
然
に
抱
か
れ
農
を
楽
し
る
―

農
業
は
自
然
と
の
か
か
わ
り
が
大
き
い
と
感
じ

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
春
先
の
天
候
不

順
で
梅
が
実
ら
な
か
っ
た
り
、
温
暖
化
に
よ
り
病

害
虫
の
発
生
が
多
発
し
た
り
と
、
自
然
相
手
の
仕

事
な
の
で
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
必
要
な
場
面

も
あ
り
、
剪
定
や
消
毒
の
仕
方
な
ど
の
難
し
い
作

業
は
、
先
輩
方
や
親
戚
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
困
難
も
あ
り
つ
つ
、

日
本
ミ
ツ
バ
チ
に
受
粉
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
農
業
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
作
物
は
正
直
な
の
で
、
手
を
抜
く
こ
と

は
せ
ず
基
本
を
大
事
に
作
業
に
当
た
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

梅
栽
培
の
繁
忙
期
は
な
ん
と
い
っ
て
も
５
月

～
６
月
の
収
穫
時
期
で
、
収
穫
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

の
見
極
め
や
良
品
質
な
梅
の
出
荷
に
努
め
る
た
め

に
、
選
別
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
い

い
梅
が
で
き
た
こ
と
や
収
量
が
多
く
な
っ
た
と
き

は
、
よ
り
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

―
限
り
あ
る
時
間
を
大
切
に
―

梅
の
ほ
か
に
、
柿
や
ぶ
ど
う
な
ど
を
家
族
や
友

達
と
楽
し
む
た
め
に
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

農
業
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

祖
父
か
ら
小
さ
い
と
き
に
聞
い
た
よ
う
に
孫
へ
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
温
暖
化
な
ど
毎
年

新
た
な
課
題
が
生
じ
ま
す
が
、
そ
れ
も
楽
し
み
と

考
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

蔵王町円田

佐藤 正
まさ

則
のり

さん（75歳）

生
き
る

農
に

03 02農に生きる 農に生きる

2026 Vol.340

8
令和８年



第28回通常総代会開催第28回通常総代会開催

Ｊ
Ａ
は
６
月
25
日
、
大
河
原
町
の
え
ず
こ
ホ
ー

ル
で
第
28
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
総
代
４
６
５

人
（
委
任
状
・
議
決
権
行
使
書
を
含
む
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

舟
山
健
一
組
合
長
が
総
代
会
の
成
立
を
宣
言
。

出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
の
唱
和
を
行
っ
た
あ

と
、
開
会
に
あ
た
り
舟
山
組
合
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
運

営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
表
彰
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
団
に
庄
司
久
男
さ
ん
（
角
田
地

区
）
と
佐
藤
裕
美
子
さ
ん
（
白
石
地
区
）
の
２
人

が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
、
令
和
７
年
度
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画

の
設
定
に
つ
い
て
な
ど
、
全
７
議
案
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
代
会
の
最
後
に
は
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南

農
家
組
合
運
営
協
議
会
の
渡
邉
啓
会
長
か
ら
「
食

料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
基
本
農
政
の
確
立

に
関
す
る
特
別
議
決
」
の
採
択
の
要
請
が
な
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
は
、
第
９
次
中
期
経
営
計
画
の
初

年
度
と
し
て
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
、
各
世
代

の
多
様
な
組
合
員
の
協
同
、
健
全
な
経
営
基
盤
の

堅
持
を
柱
と
し
、
組
合
員
・
利
用
者
か
ら
信
頼
さ

れ
る
組
織
・
事
業
運
営
に
努
め
る
と
共
に
、
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
ま

す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
第
28
回
通
常
総
代
会
終
了

後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
組

合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
身
に
余
る

光
栄
と
存
じ
ま
す
一
方
、
責
任
の
重
大

さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
農
業
情
勢
は
、
世
界

的
な
気
候
や
資
源
の
変
動
と
い
っ
た
不

確
実
性
が
依
然
と
し
て
続
く
中
、
様
々

な
課
題
が
私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
ま
す
。
中
東
情
勢
を
は
じ
め

と
す
る
国
際
情
勢
は
、
燃
料
の
高
騰
、

肥
料
・
農
薬
な
ど
の
農
業
資
材
の
価
格

動
向
や
物
流
コ
ス
ト
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
と
し
て
農

家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
で

す
。
さ
ら
に
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
地
域
に
お
い
て
は
、
担
い
手
の

育
成
・
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ

う
し
た
環
境
の
中
、
私
た
ち
は
地
域
の

実
情
に
寄
り
添
い
、
安
定
し
た
農
業
生

産
と
持
続
可
能
な
農
業
の
普
及
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
の
強
み
を

最
大
限
に
生
か
し
、
組
合
員
・
利
用
者

の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
食
農
教
育
活

動
や
次
世
代
層
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
誠
実
な
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に

取
り
組
み
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま

と
役
職
員
相
互
の
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
が
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
が
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
、
地
域
の
拠
り
所
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
誠
心
誠
意

努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

表
彰
・
感
謝
状
贈
呈

Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
表
彰
と
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

表
彰

　
Ｊ
Ａ
事
業
に
貢
献
し
、
他
の
範
と
な
る
者

及
び
組
織
、
ま
た
は
令
和
７
年
度
中
に
お
い

て
農
林
水
産
大
臣
及
び
県
知
事
等
か
ら
表
彰

さ
れ
た
個
人
及
び
団
体
、
ま
た
は
組
合
長
が

特
に
認
め
る
者
及
び
組
織

柴
田
地
域
活
性
化
委
員
会

農
事
組
合
法
人　
北
向
結
フ
ァ
ー
ム

農
事
組
合
法
人　
ラ
イ
ス
フ
ァ
ー
ム
七
ヶ
宿

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
蔵
王
株
式
会
社

角
田
梨
部
会

丸
森
地
区
産
直
部
会

感
謝
状
贈
呈

農
家
組
合
委
員

　
永
年
、
農
家
組
合
委
員
と
し
て
農
家
経
済

の
向
上
と
事
業
運
営
に
貢
献
（
６
年
以
上
）

鈴
木　
隆
一	

大
沼　
輝
夫　

佐
藤　
秀
市	

佐
藤　
　
浩
（
故
）

吉
野　
健
市	

小
島　
正
元

池
田　
朝
春	

吉
野
征
四
郎

小
野　
甲
一	

日
下　
静
雄
（
故
）

日
下　
　
明	

菅
野　
甚
一

大
川
口
桂
吉	

志
子
田
泰
雄
（
故
）

佐
々
木　
秀	

部
会
長
等

　
永
年
、
部
会
長
と
し
て
農
家
経
済
の
向
上

と
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
貢
献
（
６
年
以
上
）

船
岡
生
産
組
織
連
絡
協
議
会
長

水
戸　
　
仁

蔵
王
地
区
夏
秋
き
ゅ
う
り
部
会
長

平
間　
圭
一

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
夏
秋
き
ゅ
う
り
連
絡
協
議

会
長
・
角
田
夏
秋
胡
瓜
部
会
長

亀
谷　
　
稔

丸
森
地
区
産
直
部
会
長

佐
藤　
正
明

青
年
部
・
女
性
部
役
員

　
永
年
、
青
年
部
・
女
性
部
役
員
と
し
て
組

織
の
発
展
と
Ｊ
Ａ
事
業
に
貢
献
（
６
年
以
上
）

み
や
ぎ
仙
南
農
協
青
年
部

委
員
長　

村
上　
利
行

み
や
ぎ
仙
南
農
協
青
年
部

蔵
王
地
区
役
員　

佐
藤　
弘
行

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ代表理事組合長

渡邊　俊博

【全体運】�夏ならではのレジャーを楽しむと運気がアップ。人の和を大切に。出会いが
日々を豊かにします。旅行が吉

【健康運】体調の変化に敏感に対処して。外出時には帽子を【幸運の食べ物】エダマメ
牡羊座
［3.21〜4.19］

今月のあなたの運勢８月  ＊モナ・カサンドラ

【全体運】�スムーズに物事が進まないとき。あえてペースダウンをしてゆっくり進めればミス
を減らせます。下旬は上昇運

【健康運】喉に痛みを感じたら早めにケアを。喉あめが◎【幸運の食べ物】葉ショウガ
牡牛座
［4.20〜5.20］
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理　事
髙橋　和也
（新）白石

監　事
佐藤　勝浩

（新）蔵王・白石

常任監事
齋藤　洋二

（再）実務に精通した監事

監　事
舟山　みさ子

（再）柴田・村田・川崎

代表理事組合長
渡邊　俊博
（再）角田

常務理事 管理本部長
佐藤　隆志

（新）実務に精通した理事

代表理事専務
佐藤　文雄
（再）白石

常務理事 金融共済事業本部長
高橋　隆一

（再）実務に精通した理事

理　事
藤枝　麿
（再）川崎

理事
佐藤　宗男

（再）蔵王（地区代表）

代表監事
仙石　利幸

（再）角田・丸森

理　事
髙橋　美幸

（再）白石（地区代表）

常務理事 営農経済事業本部長
二瓶　正幸

（新）実務に精通した理事

筆頭理事
大沼　耕一
（再）柴田

理　事
櫻中　幸男

（新）村田（地区代表）

理　事
角田　真由美

（再）柴田（地区代表）

理　事
我妻　敬一郎
（再）蔵王

理　事
大槻　謙喜

（再）丸森（地区代表）

理　事
加茂　　太
（再）柴田

理　事
柴崎　武郎
（新）村田

理　事
鈴木　麻凌子
（再）角田

理　事
門馬　希道
（新）角田

理　事
齋藤　　仁

（再）角田（地区代表）

理　事
宍戸　　信

（再）川崎（地区代表）

理　事
小野　祐子
（新）丸森

【全体運】�良い話が聞けるなど幸運が続くとき。いいことがあったら周囲にもお裾分けを。
皆で楽しめばより運気アップ

【健康運】疲れを感じたら療養が必要なサイン。ゆっくり休んで【幸運の食べ物】桃
双子座
［5.21〜6.21］

【全体運】�ハプニング要素もありますが冷静に対処すればOK。困ったときは周囲の意見も参
考に。おいしい物にツキあり

【健康運】日差しへの対策は入念に。UVカットのアイテムが◎【幸運の食べ物】大葉
蟹　座
［6.22〜7.22］
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Ｑ
．
令
和
７
年
度
の
事
業
利
益
実
績
１

５
９
，８
５
５
千
円
に
対
し
て
、
令
和

８
年
度
の
計
画
で
は
事
業
利
益
が
２

９
，８
２
０
千
円
と
低
く
な
っ
て
い
る

要
因
は
な
に
か
。

Ａ
．
事
業
量
の
減
少
に
よ
り
、
収
益
が

減
少
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
人
件
費
に
お
い
て
、
当

組
合
へ
の
就
職
希
望
者
が
減
少
傾
向

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
員
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
初
任
給
の
引
き
上

げ
、
初
任
給
引
き
上
げ
に
伴
う
在
職
中

職
員
の
給
与
引
き
上
げ
を
計
画
し
て

お
り
、
事
業
管
理
費
を
多
く
見
込
み
、

こ
の
よ
う
な
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
小
口
の
利
用
者
に
も
還
元
で
き
る

よ
う
、
購
買
事
業
の
利
用
高
配
当
に

つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
現
在
、
大
口
取
引
を
は
じ
め
、
取

引
額
に
応
じ
て
奨
励
措
置
等
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
事
業
利
益
を
確
保

し
、
利
用
高
配
当
が
で
き
る
よ
う
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
総
代
会
資
料
の
47
ペ
ー
ジ
に
、
遊

休
資
産
の
記
載
が
あ
る
が
、
遊
休
資

産
解
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
．
現
在
、
不
稼
働
と
な
っ
て
い
る
遊

休
資
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
90
ペ
ー

ジ
の
自
己
改
革
工
程
表
に
も
記
載
し

て
い
る
と
お
り
、
着
実
に
解
消
し
て

い
く
た
め
、
年
間
の
目
標
件
数
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
令
和
５
年

度
に
は
、
広
報
誌
れ
い
ん
ぼ
ー
に
不

稼
働
資
産
の
売
却
等
に
つ
い
て
ご
案

内
を
掲
載
し
、
売
却
先
を
公
募
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
遊

休
資
産
の
解
消
に
向
け
て
、
売
却
、

賃
貸
等
、
不
稼
働
資
産
の
流
動
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
リ
ー
ス
資
産
と
は
な
に
か
。

Ａ
．
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
の

リ
ー
ス
資
産
は
固
定
資
産
と
し
て
計

上
す
る
必
要
が
あ
り
、
リ
ー
ス
資
産

(

６
，６
０
３
千
円)

に
つ
い
て
は
、
信

用
業
務
で
使
用
す
る
端
末
を
リ
ー
ス

資
産
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
建
設
仮
勘
定
と
は
な
に
か
。

Ａ
．
建
物
、
構
築
物
を
取
得
す
る
に
あ

た
っ
て
、
建
設
期
間
中
に
支
払
っ
た

前
払
支
出
を
処
理
す
る
資
産
の
科
目

で
、
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
た
時
点
で
、

建
物
又
は
構
築
物
に
振
り
替
え
ま
す
。

令
和
６
年
度
末
の
残
高(

８
，８
８
４

千
円)

に
つ
い
て
は
、
あ
ぐ
り
ハ
ウ
ス

蔵
王
建
設
費
用
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
、
36
億
円

あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
た
め
に
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
思
う
か
、
お

伺
い
し
た
い
。

Ａ
．
利
益
準
備
金
は
、
毎
期
の
剰
余
金

か
ら
５
分
の
１
以
上
を
積
み
立
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ

の
利
益
準
備
金
は
、
損
失
の
補
填
に

充
て
る
場
合
を
除
き
、
取
り
崩
す
事

は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
任
意
積
立

金
は
総
代
会
の
意
思
に
よ
っ
て
積
み

立
て
て
お
く
も
の
で
す
。
な
お
、
令

和
６
年
度
に
、
地
域
農
業
振
興
積
立

金
を
活
用
し
、
畜
産
の
配
合
飼
料
等

助
成
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
．「
出
資
金
の
相
続
に
つ
い
て
、
十

数
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
賦

課
金
の
案
内
が
届
い
て
い
る
。
出
資

金
の
相
続
に
つ
い
て
相
談
し
た
が
、

相
続
人
が
複
数
人
お
り
、
必
要
書
類

を
揃
え
ら
れ
な
い
た
め
手
続
き
が
進

ま
な
い
」
と
相
談
を
受
け
た
。
何
と

か
簡
略
化
で
き
な
い
か
、
お
伺
い
し

た
い
。

Ａ
．
出
資
金
の
相
続
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
故
人
の
財
産
で
あ
り
、
正
規
の

お
手
続
き
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ご
相
談

の
よ
う
に
、
個
別
に
様
々
な
事
情
が

あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

事
情
に
よ
っ
て
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン

で
の
手
続
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

区
事
業
本
部
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、

個
別
に
相
談
に
応
じ
て
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
．
事
業
評
価
調
査
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
は

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
内
容
を
理
解
し
て

い
る
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
や
内

容
に
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
参
加
し
て
い
な
い
人
も
い
る
こ

と
か
ら
、
改
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

は
な
に
か
、
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
．
事
業
評
価
調
査
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の
中
か
ら
、

生
産
部
会
等
の
組
合
員
組
織
、
総
代

な
ど
３
０
０
名
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
ご
依
頼
申
し
上
げ
、
１
２
６
名

の
方
よ
り
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
分
析
の

う
え
、
令
和
８
年
２
月
発
行
の
広
報

総
代
会
で
の
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問

地
区
別
総
代
説
明
会
のご質

問
・
ご
意
見

Ｑ
．
農
家
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
、
た

と
え
ば
回
覧
版
に
つ
い
て
は
携
帯
電

話
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
を
使
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。
ま
た
各
生
産
部
会
、
青
年

部
や
女
性
部
の
機
能
を
踏
ま
え
、
農

家
委
員
会
制
度
の
検
討
が
必
要
で
は

な
か
。

Ａ
．
農
家
委
員
や
班
長
の
な
り
手
が
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
解
散
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
の

時
代
に
合
っ
た
よ
う
に
検
討
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
当
組
合
の
職
員
の
給
与
を
も
う
少

し
引
き
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

Ａ
．
仙
台
市
周
辺
の
大
学
卒
初
任
給
が

20
万
円
を
超
え
る
中
、
当
組
合
で
は

20
万
円
未
満
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
３
年
か
け

て
初
任
給
引
き
上
げ
を
計
画
し
て
お

り
、
来
年
度
の
大
学
卒
初
任
給
は
20

万
円
を
超
え
る
状
況
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
初
任
給
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

在
職
中
の
職
員
給
与
も
引
き
上
げ
し

ま
す
。
人
材
の
確
保
へ
向
け
、
職
員

の
待
遇
を
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
４
月
１
日
施
行
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
に
つ
い
て
は
、
再
生
産
可
能
な
金

額
を
我
々
農
家
側
か
ら
市
場
や
小
売

に
対
し
て
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

米
に
つ
い
て
２
万
２
千
円
と
い
う
金

額
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
金
額
で
大
丈

夫
な
の
か
と
感
じ
て
い
る
。
当
農
協

に
お
い
て
は
、
全
農
や
中
央
会
に
対

し
て
、
し
っ
か
り
と
意
見
す
る
と
い

う
権
利
が
あ
り
、
こ
の
権
利
を
有
効

に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
ま
た
野
菜
の
単
品
そ
れ
ぞ
れ
の
再

生
産
の
金
額
を
少
し
で
も
早
く
出
し

て
ほ
し
い
。
辞
め
て
し
ま
お
う
と

思
っ
て
い
る
農
家
も
多
い
。
組
合
員

を
守
る
た
め
に
も
、
速
や
か
に
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
色
々
な
農
政
運
動
を
す
る
中

で
要
望
を
し
て
き
た
こ
と
が
よ
う
や

く
実
現
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
米
な
ど
５
品
目
が
決
ま
っ

て
お
り
、
コ
ス
ト
計
算
を
賄
う
提
案

が
で
き
る
と
い
う
内
容
で
す
。
米
が
、

２
０
，５
３
５
円
／
60
㎏
で
す
。
こ
れ

を
参
考
に
し
な
が
ら
物
流
・
小
売
ま

で
、
協
議
を
し
な
が
ら
販
売
価
格
を

決
め
る
と
い
う
の
が
こ
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
農
政
活
動
を

通
じ
て
、
生
産
者
に
と
っ
て
有
利
な

条
件
に
な
る
よ
う
に
運
動
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
国
で
は
み
ど
り
戦
略
と
い
う
こ
と

で
、
全
国
の
農
家
に
対
し
て
「
み
ど

り
認
定
」
を
速
や
か
に
取
る
こ
と
勧

め
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
当
農
協

管
内
に
つ
い
て
は
非
常
に
立
ち
遅
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
農
家

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
は
、

農
協
が
率
先
し
、
本
気
で
や
ろ
う
と
し

て
い
る
農
家
に
対
し
て
、
み
ど
り
認

定
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
み
ど
り
認
定
に
つ
い
て
、
当
農
協

は
ふ
る
さ
と
米
が
県
内
で
も
団
体
と

し
て
は
一
番
先
に
認
定
を
頂
い
て
い

ま
す
。
個
人
で
認
定
を
受
け
て
い
る

方
も
い
ま
す
が
、
今
か
ら
融
資
な
ど

様
々
な
面
で
有
利
で
す
の
で
、
た
と

え
ば
部
会
ご
と
で
あ
っ
た
り
、
特
に

専
業
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
勧
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

令
和
８
年
６
月
15
日
か
ら
18
日
に
か
け

て
開
催
し
ま
し
た
地
区
別
総
代
説
明
会

お
よ
び
、
６
月
25
日
に
開
催
し
ま
し
た

第
28
回
通
常
総
代
会
に
お
け
る
主
な
ご

意
見
・
ご
質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

第
28
回
通
常
総
代
会
当
日
の

ご
意
見
・
ご
質
問

誌
れ
い
ん
ぼ
ー
に
掲
載
し
、
ご
報
告

い
た
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
評
価
い

た
だ
き
、
回
答
結
果
か
ら
傾
向
を
分

析
し
、
今
後
の
事
業
運
営
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
、
令
和
８

年
度
も
引
き
続
き
調
査
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
採
算
の
取
れ
な
い
納
豆
セ
ン
タ
ー

や
他
の
施
設
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

Ａ
．
旧
Ｊ
Ａ
か
ら
継
続
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
利
用
が
可
能
な
施
設
と
継

続
利
用
が
困
難
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
遊
休
施
設
に
つ
い
て
は
、
組

合
員
の
皆
様
に
よ
る
有
効
活
用
が
で

き
れ
ば
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
が
利
用
し
や
す

い
Ｊ
Ａ
組
織
と
し
て
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
．
農
林
中
央
金
庫
に
対
し
、
56
億
円

を
超
え
る
出
資
を
し
て
い
る
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
．
現
在
、
出
資
配
当
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
配
当
以
外
の
奨
励
金
等
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

【全体運】�好調運に恵まれパワフル。周囲への気遣いが称賛の的に。新しいことを始めて
みると周囲の協力も得られます

【健康運】夜は早めに就寝を。良く眠れる枕を探してみて【幸運の食べ物】イチジク
獅子座
［7.23〜8.22］

【全体運】�安定運ですが思い悩むことが多そう。気分転換は大切。外出や趣味の時間を
多めに取ってリフレッシュを

【健康運】不調は解消へ。考え過ぎないのが良いようです【幸運の食べ物】レタス
乙女座
［8.23〜9.22］
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Ｑ
．
総
代
会
資
料
の
27
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
准
組
合
員
の
区
分
に
農
事
組
合

法
人
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
農

事
組
法
人
で
あ
れ
ば
正
組
合
員
で
加

入
す
る
べ
き
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
で
正
組

合
員
と
な
る
よ
う
に
促
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
．
定
款
第
12
条
に
組
合
員
資
格
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
同
条

第
２
項
に
は
正
組
合
員
と
な
る
場
合

の
要
件
、
第
３
項
に
は
准
組
合
員
と

な
る
場
合
の
要
件
が
定
め
ら
て
お
り
、

申
請
に
基
づ
い
て
加
入
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
正
組
合
員
へ
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
．
正
組
合
員
の
減
少
、
准
組
合
員
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因

を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
正
組
合
員
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

死
亡
脱
退
等
や
離
農
に
よ
る
脱
退
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
准
組
合
員
の
増
加

は
主
に
信
用
部
門
に
お
け
る
住
宅

ロ
ー
ン
等
各
種
ロ
ー
ン
の
ご
利
用
に

よ
る
加
入
や
共
済
事
業
等
の
利
用
に

よ
り
、
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ら
、
維
持
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
系
統
外
預
金
は
ど
こ
に
預
け
て
い

る
か

Ａ
．
七
十
七
銀
行
・
仙
台
銀
行
・
仙
南

信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
す
。

Ｑ
．
そ
の
他
信
用
事
業
雑
資
産
と
は
な

に
か
。

Ａ
．
未
収
収
益
１
７
６
，５
５
７
千
円

（
預
金
利
息
・
貸
付
金
利
息
・
有
価
証

券
利
息
の
未
収
利
息
）、
そ
の
他
の
資

産
１
８
，４
０
７
千
円
（
未
決
済
為
替

貸
・
信
用
前
払
費
用
）
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

Ｑ
．
共
済
を
担
当
す
る
職
員
の
説
明
不

足
に
よ
り
、
１
軒
の
家
で
２
回
ほ
ど

契
約
内
容
の
説
明
不
足
や
説
明
相
違

の
事
案
が
あ
っ
た
。
共
済
部
長
と
同

行
し
謝
罪
に
い
っ
た
と
い
う
案
件
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
い
か
が
な

も
の
か
。

Ａ
．
手
続
き
の
誤
り
に
つ
い
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
含
め
、
職
員
に
対
し
講
習
し
、

レ
ベ
ル
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

Ｑ
．
預
金
残
高
が
大
き
く
減
っ
た
要
因

は
な
に
か
。

Ａ
．
金
融
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
地
域
人
口
減
少

が
続
く
中
、
Ｊ
Ａ
利
用
者
は
、
人
口

構
成
と
比
較
し
て
高
齢
層
の
割
合
が

非
常
に
高
く
、
顧
客
数
は
今
後
も
一

貫
し
て
減
少
傾
向
が
見
込
ま
れ
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

貸
出
金
が
伸
び
て
き
て
い
る
一
方
で
、

相
続
に
よ
る
地
区
外
へ
の
資
金
移
動

や
、
近
年
、
金
利
の
あ
る
世
界
の
復

活
、更
に
は
物
価
高
騰
な
ど
組
合
員
・

利
用
者
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
影

響
が
出
て
き
て
お
り
、
貯
金
の
減
少

が
預
金
残
高
に
も
影
響
し
減
少
傾
向

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
・
利

用
者
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
貯

金
に
対
し
、
毎
年
運
用
方
針
を
立
て

農
林
中
央
金
庫
を
主
と
し
て
預
金
し

て
い
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、引
き
続
き
、貯
金
の
増
強
を
図
り
、

預
金
残
高
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
．
預
金
減
少
が
続
く
中
で
国
債
１
０

３
億
円
を
維
持
す
る
方
針
に
変
更
は

な
い
か
。

Ａ
．
国
債
に
つ
い
て
は
、
満
期
保
有
を

目
的
と
し
て
購
入
し
て
い
る
こ
と
か

Ｑ
．
総
代
会
資
料
99
ペ
ー
ジ
を
見
る
と

共
済
事
業
の
実
績
が
下
が
っ
て
い
る
。

こ
の
要
因
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い

し
た
い
。

Ａ
．
共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
長
期
共

済
の
契
約
満
期
や
高
齢
契
約
者
等
が

多
い
こ
と
、
お
よ
び
契
約
形
態
が
死

亡
保
障
か
ら
生
前
保
障
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
済
契
約
の

保
有
高
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
保

有
高
の
減
少
に
伴
い
、
収
益
も
低
下

傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
各
種
農
業
資
材
の
高
騰
に
伴
い
、

組
合
員
の
目
に
見
え
る
形
で
助
成
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．
以
前
、
畜
産
に
お
い
て
飼
料
価
格

の
高
騰
に
よ
り
、
積
立
金
を
活
用
し

当
組
合
を
通
じ
て
飼
料
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
方
へ
の
支
援
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
援
、

助
成
等
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
方

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
生
産
部
会
等

で
支
援
・
助
成
内
容
等
を
と
り
ま
と

め
て
い
た
だ
き
、
ご
要
請
を
い
た
だ

き
ま
す
と
ス
ム
ー
ズ
に
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
こ
だ
わ
り
米
に
つ
い
て
今
ま
で
は

一
般
米
よ
り
若
干
上
積
み
支
給
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
こ
数
年
、
差
額
支
給

が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
組

合
員
に
周
知
し
た
か
。

Ａ
．
こ
だ
わ
り
米
の
取
扱
い
は
、
平
成

18
年
度
よ
り
消
費
者
に
「
買
っ
て
も

ら
え
る
米
づ
く
り
」
を
目
的
に
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。
当
時
は
、減
農
薬
・

減
化
学
肥
料
栽
培
の
取
組
み
と
し
て
、

宮
城
県
内
で
も
普
及
し
て
い
な
い
取

組
み
の
た
め
、
付
加
価
値
も
あ
り
加

算
金
が
生
じ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
宮
城
県
内
及
び
全
国
的
に
同
様

（
こ
だ
わ
り
米
）
の
取
組
み
が
推
進
さ

れ
、
生
産
が
拡
大
し
て
い
っ
た
た
め
、

差
別
化
が
図
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で

す
。　
今
後
、全
農
み
や
ぎ
と
連
携
し
、

当
Ｊ
Ａ
の
取
組
み
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
付
加
価
値
を
高
め
て
ま
い
り
ま

す
。
生
産
者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

水
稲
部
会
役
員
会
等
を
通
じ
、
経
過

報
告
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
米
の
価
格
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
米
価
に
つ
い
て
は
、
全
農
の
シ
ェ

ア
が
全
国
で
も
40
％
切
っ
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
卸
と
年
間
を
通

じ
て
契
約
し
な
が
ら
安
定
的
な
価
格

と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
安
定

供
給
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
年
間
を
通
し
て
、
安
定
供
給

の
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

全
農
に
も
引
き
続
き
働
き
か
け
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
．
生
産
拡
大
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
だ
が
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
と
し
て
、

言
葉
だ
け
で
は
な
く
ど
う
い
う
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
地
区
ご
と
に
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
て
お
り
、
各
行
政
、
２
市

７
町
の
対
象
と
な
る
振
興
作
物
、
重

点
品
目
を
中
心
に
、
各
行
政
の
補
助

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
生
産
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
課

に
お
い
て
、５
ha
以
上
の
規
模
と
な
っ

て
い
る
農
家
等
経
営
体
２
９
４
先
、

地
区
組
織
営
農
課
で
は
１
ha
以
上
の

農
家
等
経
営
体
に
対
し
訪
問
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
生
産
拡
大
に
向

け
、
訪
問
活
動
で
の
ご
意
見
や
情
報

等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
生
産
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

Ｑ
．
職
員
の
中
途
退
職
が
多
い
と
聞
く
。

そ
の
要
因
と
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。

Ａ
．
中
途
退
職
者
の
離
職
理
由
は
、様
々

な
理
由
が
複
合
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
理
由
の
中
で
、
給
料
面
に
お
い
て
、

他
企
業
や
県
内
の
Ｊ
Ａ
と
比
較
し
て

み
て
も
初
任
給
を
は
じ
め
低
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度

か
ら
初
任
給
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
も
含
め
て
３
か
年
で

初
任
給
の
引
き
上
げ
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
初
任
給
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
既
存
職
員
に
お
い
て
も
賃
上
げ

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
総
代
会
資
料
の
27
ペ
ー
ジ
の
組
合

員
の
状
況
に
お
い
て
、
法
人
の
区
分

と
し
て
農
事
組
合
法
人
、
そ
の
他
法

人
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ
．
農
事
組
合
法
人
は
そ
の
事
業
に
よ

り
、
共
同
利
用
施
設
の
設
置
等
を
行

う
１
号
法
人
、
農
業
経
営
を
営
む
２

号
法
人
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
２
号
法

人
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
法
人
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
な

ど
で
す
。

数
値
を
使
っ
た
方
法
で
行
う
べ
き
で

あ
り
、
行
政
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

営
農
経
済
事
業
本
部
、
各
支
店
長
を

交
え
て
話
し
合
う
組
織
づ
く
り
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
各
地

区
事
業
本
部
組
織
営
農
課
と
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
取
組
み
な

ど
進
捗
状
況
、
検
証
を
行
い
生
産
拡

大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
Ｊ
Ａ
で
購
入

す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
場

合
、
た
と
え
ば
カ
メ
ム
シ
防
除
な
ど
、

７
地
区
の
範
囲
で
散
布
時
期
が
集
中

し
た
場
合
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
課
の
職
員
の
み

で
対
応
が
可
能
な
の
か
。

Ａ
．
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
導
入
の
考
え
に

つ
い
て
は
、
訪
問
活
動
や
研
修
会
で

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
背
景
に
は
高

齢
化
や
圃
場
整
備
な
ど
に
伴
い
各
法

人
や
個
人
で
も
導
入
を
行
っ
て
い
ま

す
。
散
布
適
期
や
気
候
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
か
ら
ド
ロ
ー
ン
保
有
者
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
．
フ
レ
コ
ン
の
量
目
が
、
昨
年
度
よ

り
60
㎏
減
量
と
な
っ
た
こ
と
を
農
家

組
合
に
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
べ
き
で

【全体運】�コミュニケーション運が活発に。うれしい申し出も多そうです。誘いはできるだけ参加を。
触れ合いの中で得る物も

【健康運】体調を崩しがちかも。無理せず休憩を入れて【幸運の食べ物】オクラ
天秤座
［9.23〜10.23］

【全体運】�大変ですが助けてくれる人も多いとき。下旬には挽回可能なので力を蓄え時間を
稼ぎましょう。映画、美術鑑賞が吉

【健康運】運動の機会を増やすと体も心も健康に近づきます【幸運の食べ物】梨
蠍　座
［10.24〜11.22］
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Ａ
．
宮
城
県
青
果
物
価
格
安
定
相
互
補

償
協
会
の
価
格
保
証
制
度
に
加
入
し
、

宮
城
県
で
生
産
さ
れ
た
対
象
品
目
の

青
果
物
に
つ
い
て
、
卸
売
市
場
の
販

売
価
格
が
著
し
く
低
迷
し
た
場
合
、

補
給
金
の
交
付
を
受
け
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
価
格

が
安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
填

の
発
生
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
、
２
９

４
経
営
体
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
た
の
か
。

Ａ
．
耕
作
面
積
５
ha
以
上
の
生
産
者
を

対
象
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
情
報
の
提
供
、
農
業
経
営
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
伝
達
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

個
人
、
法
人
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

個
人
２
５
１
件
、
法
人
43
件
で
す
。

　
《
活
動
内
訳
》

　
情
報
提
供
：
８
７
１
件

　
営
農
相
談
：
６
３
６
件

　

農
業
経
営
相
談
・
提
案
：
１
９
２
件

情
報
収
集
：
３
５
０
件

　
そ
の
他
：
８
３
件

　
合
計
：
２
，１
３
２
件

Ｑ
．
商
系
の
企
業
で
は
、
米
買
入
の
際
、

Ｑ
．
農
家
が
減
少
し
て
お
り
、
ほ
か
の

商
系
が
参
入
し
て
い
る
中
、
Ｊ
Ａ
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
．
商
系
企
業
の
動
き
を
注
視
し
な
が

ら
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た

複
数
年
買
取
米
契
約
（
営
農
継
続
可

能
な
契
約
栽
培
）
の
継
続
な
ど
生
産

農
家
の
皆
様
が
安
心
し
て
販
売
で
き

る
体
制
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
や
、
地
区
Ｔ

Ａ
Ｃ
が
皆
様
を
訪
問
し
、
相
談
機
能

を
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

Ｑ
．
介
護
事
業
は
組
合
員
の
福
祉
向
上

の
た
め
の
重
要
な
事
業
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
後
、
介
護
事
業
は
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
で
拡
充
を
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
．
介
護
事
業
は
、
高
齢
化
社
会
の
な

か
で
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
市
町
村
単
位
で
の
社
会
福
祉

協
議
会
や
民
間
企
業
で
の
取
組
み
な

ど
社
会
全
体
で
様
々
な
形
態
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
事
業
に
携

わ
る
職
員
不
足
や
高
齢
化
・
待
遇
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
Ｊ

Ａ
も
課
題
は
同
じ
で
、
待
遇
改
善
な

ど
有
資
格
者
確
保
に
努
め
て
い
ま
す

高
値
で
即
時
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
の
買
取
米
及
び
他
の
米
に
つ
い
て

も
価
格
提
示
が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
商
系
企
業
の
米
買
取
価
格
は
、
Ｊ

Ａ
の
概
算
金
を
基
準
と
し
て
提
示
さ

れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　

本

精
算
ま
で
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
が
、

計
画
的
に
全
量
契
約
で
の
安
定
取
引

販
売
を
行
い
、
最
終
精
算
の
段
階
で

商
系
企
業
と
同
額
以
上
の
精
算
金
を

目
標
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
迅
速

な
精
算
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
が
、
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と

に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
丸
森
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
つ
や
姫
」
の
苗
を
育
苗
、
販
売
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
山
形
県

の
規
制
に
は
抵
触
し
な
い
の
か
。

Ａ
．
今
年
度
は
、「
つ
や
姫
」
の
取
扱
い

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、「
こ

だ
わ
り
米
」
生
産
拡
大
に
向
け
、
作
付

け
基
準
等
を
踏
ま
え
、
個
別
相
談
に
よ

り
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
つ

や
姫
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
山
形

県
と
の
取
り
決
め
を
遵
守
し
、
生
産
者

よ
り
作
付
面
積
・
圃
場
の
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

が
厳
し
い
状
況
で
す
。
拡
大
す
る
た

め
に
今
後
も
管
内
市
町
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
職
員
資
格
取
得
を
進
め

て
行
く
考
え
で
す
。

Ｑ
．
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
等
Ｊ
Ａ
葬
祭
は

親
切
・
丁
寧
な
対
応
で
あ
る
と
い
う

声
を
多
く
聞
く
。
今
後
の
葬
祭
事
業

に
お
い
て
、
村
田
町
の
沼
辺
に
葬
祭

事
業
の
事
務
所
が
あ
る
が
、
来
年
以

降
、
村
田
第
２
小
学
校
が
廃
校
と
な

る
こ
と
か
ら
、
葬
祭
関
係
で
校
舎
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
よ
う
な

考
え
は
あ
る
か
。

Ａ
．
宮
城
県
内
の
Ｊ
Ａ
で
も
、
廃
校
と

な
っ
た
校
舎
を
利
用
し
て
店
舗
等
に

活
用
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
当
組
合
で
も
、
使
用
し
て
い

な
い
旧
支
所
や
旧
農
業
施
設
が
あ
り
、

地
元
の
方
や
各
種
団
体
等
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
葬
祭
事
業
に
お
い
て

の
活
用
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
既
存

の
当
組
合
の
施
設
等
の
活
用
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
今
回
、
情
報
を
い

た
だ
き
ま
し
た
廃
校
の
校
舎
利
用
な

ど
、
地
域
の
既
存
施
設
を
葬
祭
事
業

の
み
な
ら
ず
各
種
事
業
に
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
ひ

と
つ
の
手
法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
葬
祭
事
業
を
購
買
事
業
の
中
に
埋

め
込
む
と
事
業
実
態
が
見
え
な
い
。

葬
祭
事
業
の
取
扱
高
、
収
支
を
今
後

は
示
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
事
業
の
内
容
に
よ
り
、
購
買
事
業

に
含
め
て
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
葬
祭
事
業
の
取
扱
高
や

収
支
等
、
お
示
し
す
る
方
法
を
検
討

い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
総
代
会
資
料
99
ペ
ー
ジ
を
見
る
と

介
護
の
実
績
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の

要
因
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
た

い
。

Ａ
．
介
護
事
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
需

要
は
あ
る
も
の
の
、
訪
問
介
護
に
お

い
て
「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
有

資
格
者
が
欠
員
と
な
っ
て
お
り
、
取

扱
件
数
に
限
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
績
が
減
少
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て

は
現
在
も
募
集
し
て
お
り
、
有
資
格

者
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

は
な
い
の
か
。

Ａ
．
運
送
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
に

よ
り
、
輸
送
時
の
積
載
重
量
制
限
に

伴
い
量
目
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
産
米
よ
り
フ
レ
コ
ン
出
荷

量
目
が
１
，
０
２
０
㎏
と
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
米
出
荷
契
約
時
に
対

象
者
の
方
々
へ
個
別
に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
し
た
。
農
家
組
合
委
員
の
皆

様
に
、
事
前
に
ご
報
告
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
対
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｑ
．
角
田
の
枝
野
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た

水
稲
種
も
み
は
ど
う
処
理
し
た
の
か
。

Ａ
．
種
も
み
の
品
種
と
数
量
の
契
約
は
、

そ
の
２
年
前
に
宮
城
県
原
種
苗
に
お

い
て
事
前
に
確
保
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、
作
付
け
の

前
年
に
皆
様
よ
り
種
も
み
の
注
文
を

い
た
だ
き
、
供
給
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
在
庫
の
種
も
み
が
４
，８

６
５
㎏
あ
り
、
こ
れ
を
玄
米
処
理
し
、

３
，
４
０
５
㎏
と
な
り
、
販
売
し
、

Ｊ
Ａ
の
収
入
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
指
定
野
菜
に
な

り
、
価
格
補
填
が
な
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

物件名 現況等 所在地等  面積 

宮農業倉庫跡地 宅地
（更地） 蔵王町宮字鳥居崎10-1等 計 ５ 筆 1549.67㎡ 

円田給油所跡地 宅地
（更地） 蔵王町大字円田字千刈田1-8 等計 2 筆 227.96㎡ 

平沢給油所跡地 宅地ほか
（更地） 蔵王町平沢字田中168 等 計 6 筆 1010.97㎡ 

旧 越河支所 宅地 
（既存建物有り） 白石市越河五賀字南原 2-5 852.57㎡ 

横倉 農業倉庫跡地 宅地ほか
（更地） 角田市横倉字坊前80-1等 計 ３ 筆 1134.96㎡ 

桜支所 農業倉庫跡地 宅地
（更地） 角田市佐倉字町裏 1 番 55-3 等 計 3 筆 851.46㎡ 

西根給油所 跡地 宅地
（更地） 角田市高倉字関場118-2 315.32㎡ 

旧 大内支所 土地 
（既存建物有り） 丸森町大内字西畑 15 等 計 2 筆 1322.17㎡ 

　ＪＡみやぎ仙南の所有物件で、現在使用していない土地等の売却を検討しておりますのでお
知らせいたします。

【物件に関するお問い合わせ】
有限会社村建地所（大河原町大谷字町向135-2) TEL:0224-53-1130
※上記物件の売却について、みやぎ仙南農業協同組合と専任媒介契約を締結しております。

土地等売却のお知らせ 

【全体運】�上昇運。困難な状況を成功に導くチャンスですから果敢にチャレンジを。過程で得る物も
多いはず。下旬は慎重に

【健康運】不注意によるけがにご用心。疲れたら適宜休憩を【幸運の食べ物】トウガン
射手座
［11.23〜12.21］

【全体運】�運勢は山あり谷あり。順調に進んでいたことに問題が出そうですが、解決方法も
見つかります。落ち着いて対処を

【健康運】汗はしっかり拭き取って。あせもやかぶれに注意【幸運の食べ物】ツルムラサキ
山羊座
［12.22〜1.19］
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地域の情報お届けします地域の情報お届けします

サツマイモの苗を定える参加者りんごの生育を確認する部会員

リモコン草刈り機の実演を見学する参加者

タマネギを選別する作業員

梨の生育を確認する部会員

６
月
６
日
、
柴
田
町
槻
木
の
阿
武
隈
川
河
川
敷
の
畑

で
親
子
農
業
体
験
会
を
開
き
ま
し
た
。
地
域
の
親
子
と

Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
50
人
が
サ
ツ
マ
イ
モ
を
定
植
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
ス
パ
ナ
を
使
っ
た
定
植
方
法

の
説
明
を
受
け
た
後
、
紅
あ
ず
ま
と
紅
は
る
か
の
苗
を

合
計
６
０
０
本
植
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は
「
ス
パ
ナ
を
使
っ
て
簡
単
に
苗
を

植
え
ら
れ
、
楽
し
か
っ
た
」「
親
子
で
農
業
体
験
が
で
き

る
の
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
６
年
目
で
、
企
画
し
た
組
織
広
報
課
の

職
員
は
「
子
ど
も
た
ち
が
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
親
子

の
良
い
時
間
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

6
月
19
日
、
白
石
地
区
果
樹
部
会
は
り
ん
ご
の
現
地

検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
検
討
会
に
は
部
会
員
、
Ｊ
Ａ

職
員
、
大
河
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
が
参

加
し
、
白
石
市
、
大
河
原
町
内
の
部
会
員
4
人
の
園
地

を
巡
回
し
て
生
育
状
況
の
確
認
や
病
害
虫
の
発
生
状
況

な
ど
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

大
河
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
「
梅
雨

時
期
の
防
除
は
、
間
隔
が
開
き
過
ぎ
な
い
よ
う
晴
れ
間

を
ぬ
っ
て
適
期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し

た
。菊

地
哲
夫
部
会
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
防
除
や
摘
果
作
業

に
追
わ
れ
て
い
る
か
と
思
う
が
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の
情

報
を
参
考
に
今
後
、
作
業
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

6
月
15
日
、
角
田
地
区
地
域
活
性
化
委
員
会
は
角
田

支
店
で
、
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
て
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

活
性
化
委
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
、
角
田
警
察
署
員
が
参
加

し
、
角
田
支
店
の
窓
口
利
用
者
の
ほ
か
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に
向
け
て
被
害
に
合
わ
な

い
よ
う
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

渡
邉
啓
委
員
長
は
「
巧
妙
な
言
葉
や
不
安
を
あ
お
る

手
口
で
心
の
隙
間
に
入
り
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
少
し
で

も
気
付
く
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

6
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
村
田
選
果
場
で
タ
マ
ネ

ギ
の
選
果
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

選
別
ラ
イ
ン
で
は
変
形
や
傷
み
の
あ
る
タ
マ
ネ
ギ
を
取

り
除
き
、
ひ
げ
根
を
切
っ
て
、
Ｓ
Ｓ
～
３
Ｌ
サ
イ
ズ
に
分

け
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
秋
作
の
タ
マ
ネ
ギ
は
２
・
３
月
の
積

雪
や
降
水
量
の
減
少
で
思
っ
た
よ
り
肥
大
せ
ず
、
昨
年
よ

り
小
ぶ
り
傾
向
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

出
荷
量
は
加
工
用
・
生
食
用
合
わ
せ
て
平
年
よ
り
や
や

少
な
い
約
70
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

仙
南
産
タ
マ
ネ
ギ
は
作
業
の
機
械
化
一
貫
体
系
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
出
荷
は
７
月
上
旬
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
７
月
い
っ
ぱ
い
続
く
予
定
で
す
。

６
月
16
日
、
東
北
農
政
局
は
、
リ
モ
コ
ン
草
刈
り
機
の

有
用
性
を
紹
介
す
る
実
演
会
を
川
崎
町
で
開
き
ま
し
た
。

農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
に
向
け
た

対
応
策
と
し
て
企
画
。
生
産
者
や
行
政
、
メ
ー
カ
ー
担
当

者
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

農
機
メ
ー
カ
ー
５
社
の
担
当
者
が
、
最
新
の
草
刈
り
機

８
台
を
傾
斜
地
で
動
か
し
な
が
ら
性
能
を
説
明
。
参
加
者

も
操
作
を
体
験
し
性
能
を
確
か
め
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
各
メ
ー
カ
ー
の
草
刈
り
機
を
一
堂
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
だ
っ
た
。
高
齢
化
し
て
い
く
中
で
今

後
こ
う
い
っ
た
機
械
を
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

東
北
農
政
局
は
今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
一
環
と
し

て
リ
モ
コ
ン
草
刈
り
機
の
導
入
を
支
援
し
て
い
く
方
針
で

す
。6

月
26
日
、
蔵
王
地
区
梨
部
会
は
蔵
王
町
で
現
地
検

討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
部
会
員
、
Ｊ
Ａ
、
大
河
原
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
が
参
加
し
、
部
会
員
の
園
地
を
回
り
、
着

果
状
況
や
病
害
虫
の
発
生
の
有
無
を
確
認
し
、
対
策
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
産
は
平
年
よ
り
開
花
が
早
く
、
霜
や
強

風
の
被
害
、
黒
星
病
の
発
生
が
あ
る
も
の
の
、
着
果
数

は
平
年
並
み
で
生
育
は
概
ね
順
調
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

大
河
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
「
梅
雨

時
期
は
黒
星
病
が
ま
ん
延
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
、

消
毒
作
業
の
間
隔
が
開
き
過
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

鈴
木
好
和
部
会
長
は
「
病
害
虫
の
防
除
に
努
め
て
、

品
質
の
い
い
梨
を
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
管
理
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
き
く
な
ぁ
～
れ

親
子
で
農
業
体
験

白
石
地
区
果
樹
部
会

り
ん
ご
現
地
検
討
会
開
催

角
田
地
区
地
域
活
性
化
委
員
会

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
活
動
実
施

今
年
は
小
ぶ
り
傾
向

タ
マ
ネ
ギ
の
選
別
開
始

東
北
農
政
局

リ
モ
コ
ン
草
刈
り
機
の
実
演
会

蔵
王
地
区
梨
部
会

梨
現
地
検
討
会
開
催

声がけを行う地域活性化委員ら

【全体運】�ハプニング運ですが想定外のうれしい出会いも。ポジティブ思考でいきましょう。
良いことに巡り合えるはず

【健康運】遊びでも疲れることが。何事も適度に行いましょう【幸運の食べ物】パプリカ
水瓶座
［1.20〜2.18］

【全体運】�情報は最新かどうかをよく確認。勘違いに気付くことがありそう。無理せず様子を
見るという選択肢を忘れずに

【健康運】良い治療法が見つかりやすいとき。小まめに受診を【幸運の食べ物】ブドウ
魚　座
［2.19〜3.20］
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米穀［お問合せ先］米穀課（0224）63-3131

営 農 情 報

＜水　稲＞…カメムシ類の適期防除を実施しましょう！
●カメムシ類による斑点米被害は毎年のように発生しており、今年も多発が予想されます。
●対策：出穂10日前までに畦畔の草刈りを終わらせ、時期を逃さず薬剤防除を実施しましょう！	

●薬剤防除

　〈慣行栽培（指定栽培米・一般米）〉
　防除薬剤………「キラップ」
　防除時期………「穂揃期」と「穂揃期の７～10日後」の２回防除が基本です。
　　※共同で地域内一斉に行うとさらに効果的です。
　　※粒剤は使用時期が早い（目安：出穂７日前～出穂期）ので注意しましょう。

〈こだわり米・ふるさと米〉
　防除薬剤………「キラップ」（粉剤DL・フロアブル・粒剤）のみ
　防除時期………〈粉剤DL・フロアブル〉穂揃期の５日後を目安に１回防除

【�穂いもち病の防除】〈慣行栽培（指定栽培米・一般米）〉
上位葉(止葉・次葉）に葉いもちが発生している圃場では、穂いもちへの伝染源となりますので、ブラシン粉

剤DL（３～４kg／10a）で防除しましょう。
【出穂期以降の水管理】

＜後期＞　様式A-2、様式A、様式D………８月17日まで提出

※前期の栽培履歴簿が未提出の方は速やかにご提出をお願い致します。

【様式A-2】・・・後期栽培履歴簿（こだわり米、ふるさと安心米、指定栽培米）

【様式A】　　・・・飼料用米、一般米、酒米、農薬・化学肥料不使用米栽培履歴簿

【様式D】　　・・・農産物栽培協定書（※様式Aに該当する方のみ提出）

令和８年産米栽培履歴簿の提出について

出穂期は水を切らさないよう浅水で管理し、登熟期は飽水管理（田面の足跡に水がなくなった時
に浅く入水し、水尻を閉め、足跡に水がなくなるまでそのまま放置し、その後入水を繰り返す水管理
方法）または間断かん水としましょう。今年も登熟期の高温が予想されますので、出穂後に高温（出
穂後20日間の平均気温が27℃以上、または平均最低気温が23℃以上）が続くことが予想される場合
は、白未熟粒による被害軽減のため、取水状況に応じた水管理（飽水管理、昼間深水・夜間落水、掛
け流しかんがい）をお願い致します。

近年の高温に伴う斑点米カメムシ被害の増加や、将来的なイネカメムシの発生に対応するため、令和９
年産より「ＪＡみやぎ仙南特別栽培米統一栽培基準」を下記のとおり一部変更いたしますのでご理解いた
だきますようお願いいたします。また、初中期一発剤についても変更となりますので、お間違いのないよ
うご注文をお願いいたします。

　【令和８年産まで】初期剤１回、カメムシ防除１回
対     象 銘     柄 成分回数 使用回数

除　草　剤

初
　
期

ピラクロン1㌔粒剤

いずれか１回 １ １ピラクロンフロアブル
ピラクロンジャンボ
ピラクロン300FG

初
中
期
一
発

アットウＺ１㌔粒剤

いずれか1回 ３ １アットウＺフロアブル
アットウＺジャンボ
アットウＺ400FG

カメムシ防除
キラップ粉剤DL

いずれか１回 １ １キラップフロアブル
キラップ粒剤

区　  分 これまで 令和８年産米～
フレコン皆掛重量 1,092kg 1,031kg

　【令和９年産～】初期剤０回（使用不可）、カメムシ防除２回	
対     象 銘     柄 成分回数 使用回数

除　草　剤

初
　
期

使用不可

初
中
期
一
発

センメツＺ１㌔粒剤

いずれか1回 ３ １センメツＺフロアブル
センメツＺジャンボ
センメツＺ200FG

カメムシ防除
キラップ粉剤DL

いずれか２回 ２ ２キラップフロアブル
キラップ粒剤

【　重要なお知らせ　】　
令和９年産こだわり米・ふるさと安心米

農薬栽培基準および使用資材の変更について

　令和８年産米より、鉄道コンテナ輸送における過積載防止と輸送安全の確保を目的として、フレコンの
量目が下記のとおり変更になりますので、ご理解くださいますようお願いいたします。

フレコン量目変更に伴う皆掛重量について（お知らせ）

17 16営農情報営農情報



ふれあい  ひろば
F U R E A I H I R OBA

SMILE
とっておきレシピ

ナスの
肉みそ炒め

①ナスはへたを切り落として縦6等分に切
り、10分程度水にさらしておく。インゲ
ンは筋を取り、2分程度ゆでてからざる
にあげ、3等分の長さに切る。
②①のナス、インゲンの水気を拭き取り、
160度の揚げ油（分量外）の中で2分ほ
ど素揚げする。
③ネギ、ショウガ、ニンニクはみじん切り
にする。赤唐辛子は水に30分ほど漬けて
から種を取り除く。Aはボウルに入れよ
く混ぜておく。
④中華鍋に油を熱し、ショウガ、ニンニク、
赤唐辛子、豚ひき肉の順に入れて炒め、
豚ひき肉がパラパラになったらネギを加
えてさっと炒め、Aを加えてさらに炒める。
⑤とろみが付いてきたら、ナスを加えて混
ぜながら2、3分煮込む。仕上げにインゲ
ンを加え、赤唐辛子を取り除き、皿に盛っ
て出来上がり。

旬のナスを使った、ご飯が進む1品です。赤唐辛子は水に漬けておき、
丸ごと使うことで程よい辛さになります。⑤ではナスが崩れないように
大きく混ぜながら煮込みましょう。

お父さん◎将達さん
お母さん◎成美さん

●ご両親から●
元気いっぱい真っすぐ素直に、大きくなってね！

川崎町川内川崎町川内

大津 大津 陽陽
ひゅうがひゅうが

楽楽さん（７歳）さん（７歳）

　　　 　　　 樂樂
ごうごう

さん（５歳）さん（５歳）

　　 　　 璃璃
り まり ま

茉茉さん（１歳）さん（１歳）

体を動かすことが大好きで、今
はサッカーに夢中になってます！最
近楽しかったことはスポ少のみんな
でワールドカップを応援したことで
す！大きくなったらサッカー選手に
なりたいです！

レゴブロックと乗り物が
好き！走ることが得意だよ。
最近楽しかったことは初め
てサッカーをしたこと！大
きくなったらお兄ちゃんと
一緒にサッカー選手になり
たいな！

ひゅうが

ごう

ピアノのおもちゃで遊ぶことが
楽しいな。一緒に遊びたくてお兄
ちゃんたちのじゃまをしちゃうけ
ど、許してね。最近少しずつお話
ができるようになってきたよ！

りま
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共済共済の知っトク情報知っトク情報!!JA共済

知って納得! 税金講座
お金お金のあるある言いたいあるある言いたい!!

JAバンク

金融部からのお知らせ

ここ数年で物価がすごく上がっており、今後も更なる値上げが懸念
されていますが、何か対策はされているでしょうか？例えば今後、毎
年２％ずつ物価が上昇していくとします。その場合、現在の1,000万
の実質的な価値は20年後には672万になり、３割以上も資産価値が
目減りしてしまうことになります。インフレ環境下において資産を現
金だけで保有していると、物価上昇に伴い資産価値は目減りしてしま
います。その対策として、資産を現金以外のものに移し、分散をしな
がらご自身の資産を守るために運用される方が増えています。

当ＪＡでも、そのような資産分散ができる投資信託を取り扱ってい
ますので、ご興味がある方は、各支店までお問合せください。

インフレ対策について

飛田　瞳さん
（白石支店 金融渉外）

NISA（ニーサ）とは、「少額投資非課税制度」のことです。通常、株式や投資信託などの金融商品に
投資をした場合、これらを売却して得た利益や受け取った配当に対して約20%の税金がかかります。一
方で、NISA口座で投資した金融商品から得られる利益は非課税です。しかし、NISA口座で投資できる
上限金額は決まっています。
■ こどもNISAとは

NISA口座は日本国内に住んでいる18歳以上（利用する年の1月1日時点で18歳以上の成人が対象）で
あればどなたでも開設できます。さらに今回の改正により、NISAの口座開設可能年齢の下限（改正前
18歳）を撤廃し、０歳～17歳に対して、令和９年からつみたて投資枠（年間投資上限額60万円、非課
税保有限度額600万円）の「こどもNISA」が新設されます。こどもNISAは、原則18歳になるまで払い
出しができません。ただし、例外として次のような場合には非課税で払い出しができます。

①12歳未満→災害により居住家屋が全壊した場合など（税務署長の確認を受けた場合に限る）②12
歳以上→①に加えて入学金、教育費または生活費の支払い目的で、本人の同意書などを提出した場合――。

①、②以外の理由で払い出しをした場合は、NISA口座内の譲渡益や配当は通常の課税が行われ、損失
が出た場合でもその損失の金額はなかったものと見なされます。また、子が18歳に達すると、それまで
利用していた未成年向けつみたて投資枠は18歳以上向けのNISAへ自動的に移行されます。
■ 注意点

こどもNISAを利用する場合、両親や祖父母か
らの贈与によるケースが多いでしょう。年間投
資上限額60万円は、贈与税の基礎控除額110万
円以内であるため、全額贈与により賄っても贈
与税は課税されませんが、それ以外にも贈与を
受けていた場合には、贈与税の申告漏れに留意
する必要があります。

JA 全中・JA 全国相続相談・資産支援チーム　顧問税理士●柴原　一

こどもNISAが始まります

交通事故などでお車の修理代が車両保障以上にかかった経験はご
ざいませんか？
「車両超過修理費用保障特約」は、車両保障を超過する修理費用

に対して、50万円を限度にお支払いをサポートします。
【例】�他の車と衝突、車両保障が30万円、修理費が50万円かかった

場合、車両保障のみの場合お支払い出来る金額は３０万円に
なり、残りの20万円は自己負担になってしまします。しかし、
車両超過修理用保障特約を付加した場合、超過分の２０万円
を保障する事が出来ます。（相手方に過失がないケースです）

万が一の事故に備えて、保障を手厚くするのはいかがでしょうか。
自動車共済の保障の見直しをご検討の方はお近くの支店窓口へお気
軽にお問い合わせください。

JA自動車共済の「車両超過修理費用保障特約」のご紹介をいたします。

鈴木 亜莉沙さん鈴木 亜莉沙さん
（槻木支店 共済課）（槻木支店 共済課）
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おたよりおたより
交流交流
ひろばひろば

広報誌６月号で皆様からいた
だきましたお便りを抜粋して
ご紹介させていただきます。

皆様からお寄せいただきました身近
な話題や風景写真、イラストなどを
ご紹介していきますので、たくさん
のご応募をお待ちしております。
尚、ご応募いただいた写真はお返
しできませんのでご了承ください。

投稿募集投稿募集

柏さん

○編今年もムシムシ暑い日が多くなってきましたね！自分は暑さに強いから大丈夫･･･と思っていて
も、無自覚のうちに熱中症になっている「かくれ熱中症」や「かくれ脱水」になっているかもしれ
ません。男女関係なく、日傘やクールグッズを活用して対策を取ることは重要です！もちろん、こ
まめな水分・塩分補給と危険な温度のときは無理せず作業をやめて休むことも大切ですね。

森さん

○編健康に気をくばっていても、年齢とともに
病気になる、入院する機会が増える方は多い
ですよね。そんなときのための大切な保障な
ので、お役立ちできたことが何よりです。

佐藤さん

○編やはり農業の最大の敵は天候ですね。農業
は毎日が勉強とよく耳にすることがあります
が、失敗を恐れず次はきっとうまくできると
信じて挑戦していきましょう！

二瓶さん

○編米斗くん米夢ちゃんへの認知度が実は低い
のが悩みです。今後は組合員、地域の皆さん
にＪＡみやぎ仙南にはかわいいキャラクター
がいる！ということを、ＰＲしていけるよう
グッズや企画を考えていきたいと思います！

小室さん

○編夏野菜の最盛期真っ只中にぴったりな特
集だったかなと思います！夏バテ予防にた
くさんの野菜を食べて体を元気にしていき
ましょう！

北野さん

店舗名 休業日 営業時間

各あぐりハウス 土曜・日曜・祝日 ８：30～12：00

仙南流通センター 土曜・日曜・祝日 ８：30～17：00

グリーンセンター 無休 ８：45～17：00

● 令和９年産用 春資材予約受付に伴うＥ-ＳＨＯＰキャンペーンの開催について
令和９年産春資材の予約受付を、８月１日より開始いたします。
　予約受付期間：令和８年８月１日～８月31日まで
　●Ｅ－ＳＨＯＰ（インターネット購買店舗）受付期間：令和８年９月30日まで
※�キャンペーンの詳細は、春資材予約申込書に同封しております「Ｅ－ＳＨＯＰキャンペーン」

チラシをご覧ください。

● こだわり米・ふるさと安心米作付けに伴う除草剤の変更および返品受付について
令和９年産の「こだわり米・ふるさと安心米」では、使用できる除草剤が「センメツZ」

へ変更となります。
これに伴い、これまで使用いただいていた「アットウZ」および「ピラクロン」は使用で

きなくなります。
未開封の在庫（アットウZ・ピラクロン）をお持ちの場合は、お手数ですが最寄りの購買

店舗（あぐりハウス・グリーンセンター）へご持参いただき、返品手続きをお願いいたします。
＊メーカー直送品（超大型4ヘクタール規格）を除く。
【返品受付期間】
令和８年８月３日～令和８年10月30日

・夏季休業のため、各農機センターは下記の期間休業となります。
　夏季休業期間　令和８年８月８日（土）～16日（日）迄
・また、８月31日（月）は棚卸のため休業とさせていただきます。

■ＪＡみやぎ仙南 E-SHOP　https://miyagisennan-shizai.nd-agri.jp/

URL・QRコードから
かんたんアクセス！

ＪＡみやぎ仙南
Ｅ－ＳＨＯＰ

LINEアカウントでも
登録できます

◎生産資材課からのお知らせ◎

◎農機センターからのお知らせ◎

●８月休業日・営業時間
男ですが、今年初めて日傘を買
いました。暑さが和らぎますね。
男性の日傘はまだ少ないので、
少し恥ずかしいですが、日傘男
子です。

佐藤さん

○編サークルの皆さんで集まって、和やか
な雰囲気で体操をされているのが浮かび
ます！
自分の体に合わせて無理なく体操をぜひ
今後も継続してもらえると嬉しいです。

「体を動かすためのヒント　手軽
に体操」のコーナーは、高齢者
のサークルで活用させていただ
いています。全員で無理なく楽
しく体を動かしています。

齋藤さん

○編紫タマネギはサラダやマリネなどの彩
りにもいいですね！紫色は「アントシア
ニン」によるもので、抗酸化作用による
健康効果が期待できるそうです。育てる
楽しみのほかに食べる楽しみがあるのが
農業の醍醐味ですね。

今年は、初めて、紫タマネギ
つくりました。辛みが少な
く、シャキシャキで、美味く
いただきました。

※印刷の都合により文字が読みにくい部分につきましては、こちらで文字起こしをしておりますのでご了承ください。
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出題●ニコリ

クロスワードパズル
タテのカギ ヨコのカギ 

パズルを解いて、さあ応募！

1. クイズの答え

2. 郵便番号、住所、
	 氏名、年齢、
	 電話番号

3. 広報誌やJAへの
	 ご意見・ご感想、
	 身近な話題などを
	 ご記入下さい。

応募方法応募締切
左記のように官製はがき、または
QRコードから必要事項を明記の
上、ご応募ください。
ご応募に際して取得した個人情報
は、賞品発送のみ使用させていた
だきます。

※�当選者について
は、商品の発送を�
もって発表にか
えさせていただ
きます。

抽選で10名様にオリジナルタオルをプレゼント！

85
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南

組
織
広
報
課

米斗くん米夢ちゃんがプリントされた
オリジナルタオルだよ！

全農東北エネルギー株式会社
ＪＡクミアイプロパン　仙南販売所
〒989-1214　柴田郡大河原町字甲子町２－４
ＴＥＬ　０２２４－５２－７３０１

お安く給油できます！お安く給油できます！

給油の際にこのバーコードを給油の際にこのバーコードを
ご利用いただくと、なんと！ご利用いただくと、なんと！

使用期間：令和８年８月１日～令和８年８月31日まで

「組合員限定値引券」「組合員限定値引券」

【詳しくはJASSーPORT店頭にて【詳しくはJASSーPORT店頭にて
 お問い合わせくださいますようお願いいたします。】 お問い合わせくださいますようお願いいたします。】

※※ガソリン・軽油のみ対象です。（配達にはご利用できません）ガソリン・軽油のみ対象です。（配達にはご利用できません）
※現金・クレジット・QRコード決済の方が対象です。※現金・クレジット・QRコード決済の方が対象です。
※JASSーPORT仙南管内全店舗でご利用できます。※JASSーPORT仙南管内全店舗でご利用できます。
※期間中何度でもご利用できます。※期間中何度でもご利用できます。

①令和8年は8月7日。暦の上ではも
う秋です

②髪に結わえるもの
③タンスや机などのこと
④――ギターは電気信号で音を奏
でます

⑥8月15日は――記念日。平和を祈
念します

⑧初対面の人に――紹介をした
⑩ハンバーグに入れるタマネギの
切り方

⑫多くは殻を持つ生き物。実はウ
ミウシもこの仲間

⑭炒った大豆をひいたもの
⑯分度器で測ります
⑱納豆が引くもの

A B C D E二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

①飛行機が飛び立つこと
③田んぼでゲロゲロ鳴きます
⑤土地の広さをあらわす単位の
ひとつ

⑥シャワシャワと蝉――が降り
注ぐ

⑦パールともいいます
⑨ヒヨコのための栄養が豊富な
部分

⑪小銭入れに入れます
⑬ブイもこの仲間
⑮北海道と青森を結ぶ――トン
ネル

⑰野球の出場メンバーのこと
⑲金づちで打ち込みます
⑳嘘から出た――
㉑盆――、阿波――

６月号の答え６月号の答え
「シンジャガ」「シンジャガ」
〈応募総数80通〉〈応募総数80通〉

８月末日まで（当日消印有効）

24クロスワードパズル
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